
13

影響：暑い夏でどのようなことが（広域）？

→１．一部地域で収量の停滞：

2023 2024

１．気候変動とその影響

13
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影響：暑い夏でどのようなことが（広域）？

→１．2025年は回復傾向（統計法の変化有）

１．気候変動とその影響

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kekka_gaiyou/sakumotu/sakkyou_kome/suiriku/r7/yosou_1025/index.html
＊20251212確定値も同じ 14

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kekka_gaiyou/sakumotu/sakkyou_kome/suiriku/r7/yosou_1025/index.html


15

品種別検査結果の例（県単位）

影響：暑い夏でどのようなことが起こるのか？
→２．品質の低下（２０２３）：

農林水産省：https://www.maff.go.jp/j//
seisan/kikaku/attach/pdf/kome_siryou-137.pdf 15
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実態：暑い夏でどのようなことが起こるのか？
同じ暑夏でも２０２４ー２５年の品質は回復

https://www.maff.go.jp/j/seisan/syoryu/kensa/kome/attach/pdf/index-93.pdf

2024年も猛暑だったが、１等米比率が持ち直した。過去の教訓を踏まえ、追肥、作
付けや収穫時期の分散といった対策を講じたことも寄与したという（時事通信
24.11.29ー農水省）。25年は調査中、地域や品種により大きく異なる様相。

11月30日現在 75.7

16
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異常高温の水稲への影響

器官分化

光合成・呼吸

転流

子実の充実

出穂・開花・受精

登熟障害
すでに現れ始
めている高温

障害

白未熟粒
→

受精障害
今後懸念され

る障害

養水分の吸収

影響：暑い夏でどのようなことが起こるのか？

温度は，作物の収量形成，品質にかかわる多くの生理過程に影響するが，温度域
や生育ステージなどによって，増収に働く場合と減収に働く場合がある。

１．気候変動とその影響

17
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１．気候変動とその影響

白未熟粒

胴割粒

品質への影響 すでに頻発

©農研機構

©農研機構

高温不稔で
空となった籾

将来発生が懸
念される問題

収量への影響

©農研機構

高温不稔：受粉や受精の失敗により種
子が実らない現象

影響：暑い夏でどのようなことが起こるのか？
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高温不稔の発生に関する温度指標

影響：高温不稔（今後に予想される障害）
１．気候変動とその影響

推定穂温と不稔率の関係
Yoshimoto et al. (2021)  J. Agric. Meteorol.

圃場条件における調査から推定穂温が33℃以
上になると不稔が増加（品種、コシヒカリ）

開花期15日のうち穂温が33℃を超えた日数の割合を指標
として不稔に関する高温暴露を指標化

IM2PACT (Integrated Micrometeorology Model for 

Panicle And Canopy Temperature)による穂温推定

Yoshimoto et al （2011） J. Agric. Meteorol.

これまで関東～東海地方で2007年や2018年に、散発的な（作況指数に影響しない
程度の）、平年より高い割合での不稔発生が見られた。 19
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